
アニマルウェルフェア（ＡＷ）の
調査・課題・目標に関する動向

㈱イシイ代表取締役社長

竹内正博
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１
．
欧
州
の
Ａ
Ｗ
対
応

　
　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場

　

今
回
は
北
欧
と
南
欧
で
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
に
対
応
し
た
ブ

ロ
イ
ラ
ー
農
場
の
近
況
報
告
を
し
た
い
。

筆
者
は
、
２
０
２
４
年
６
月
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
を
視
察
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
鶏
舎
内
に
は
、
Ａ
Ｗ
対
応
の

わ
ら
（
生
産
者
が
使
っ
て
い
た
Ａ
Ｗ
付
帯

設
備
＝
写
真
１
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

訪
問
し
た
農
場
は
、
鶏
舎
サ
イ
ズ

２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
飼
養
羽
数

４
万
羽
数
、
15
日
間
の
空
舎
で
年
間
７
回

転
、
46
日
齢
出
荷
時
に
生
鳥
体
重
２
・
65

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｆ
Ｃ
Ｒ
１
・
65
だ
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
高
温
多
湿
な
の
で
、
Ａ
Ｗ

対
応
の
課
題
は
フ
ッ
ト
パ
ッ
ト
で
あ
る
と

生
産
者
が
話
し
て
く
れ
た
。
取
引
し
て
い

る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
イ
ン
テ
は
国
内
50
％
の

シ
ェ
ア
を
持
つ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
社
（
写

真
２
）で
あ
り
、持
続
可
能
な
ブ
ロ
イ
ラ
ー

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
５
月
、
30
年
ぶ
り
に
デ
ン

マ
ー
ク
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
農
場
を
視
察
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。
訪
問
し
た
生
産
者
は
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
向
け
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
飼
育

し
て
い
た
。
Ａ
Ｗ
対
応
の
ス
イ
ン
グ
（
生

産
者
が
使
っ
て
い
た
Ａ
Ｗ
付
帯
設
備
＝
写

真
３
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ス
イ
ン
グ

と
は
ブ
ラ
ン
コ
の
意
味
で
、
吊
り
下
げ
た

籠
が
あ
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
が
籠
の
上
で
通

常
の
行
動
様
式
を
発
現
出
来
る
と
し
て

い
る
。
生
産
者
は
こ
の
ス
イ
ン
グ
設
置
に

よ
っ
て
０
・
01
ユ
ー
ロ
／
羽
（
約
２
円
／

羽
）
の
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ス
イ
ン

グ
の
生
産
性
へ
の
影
響
を
聞
く
と
、
影写真１　ポルトガルのブロイラー農場でのＡＷ付帯設備（わらの設置）
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響
は
な
い
と
の
答
え
で
あ
っ

た
。
今
回
訪
問
し
た
ブ
ロ
イ

ラ
ー
農
場
は
、
鶏
舎
サ
イ
ズ

２
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

飼
養
羽
数
５
・
８
万
羽
、
１

週
間
の
空
舎
で
年
間
８
・
５

回
転
、
４
週
齢
に
１
・
９
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
25
％
を
中
抜
き

し
、
35
日
齢
の
出
荷
時
に
生

鳥
体
重
２
・
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

Ｆ
Ｃ
Ｒ
１
・
４
と
生
産
性
は
高
い
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
生
産
者

に
共
通
し
て
い
る
点
は
、
若
い
後
継
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
者
が
快
適
な
飼
養
環
境
（
Ａ

Ｗ
）
づ
く
り
に
Ａ
Ｗ
付
帯
設
備
を
設
置
し

て
い
た
こ
と
だ
。

２
．
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に

　
　

関
す
る
第
５
回
意
見
交
換
会

　

２
０
２
４
年
10
月
に
農
林
水
産
省
畜
産

局
畜
産
振
興
課
は
個
体
識
別
シ
ス
テ
ム
活

用
班
（
Ａ
Ｗ
担
当
）
の
名
称
を
変
更
し
て

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
推
進
班
（
Ａ

Ｗ
推
進
班
）」
を
設
け
、
２
０
２
３
年
７

月
に
発
出
し
た
Ａ
Ｗ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
指
針
の

実
施
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
補
助
事

業
の
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
対
象

と
す
る
な
ど
、
Ａ
Ｗ
の
普
及
・
推
進
を
進

め
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
、
生
産
現
場
に
お
け

る
「
畜
種
ご
と
の
飼
養
管
理
等
に
関
す

る
技
術
的
な
指
針
」
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
２
０
２
４
年
度
に
調
査
し
た
結
果

を
、
２
０
２
５
年
６
月
27
日
にhttps://

w
w

w
.m

aff.go.jp/j/chikusan/
sinko/230726.htm

l#m
onitoring

に
公

表
し
た
。
そ
の
後
、
同
省
が
７
月
16
日
に

開
い
た
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」
は
非
公
開
だ
っ

た
が
、
会
議
資
料
は
す
べ
てhttps://

w
w

w
.m

aff.go.jp/j/chikusan/sinko/
anim

al_w
elfare_iken.htm

l

に
公
開
さ

れ
て
い
る
。
英
語
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
Ａ
Ｗ

指
針
は
全
畜
種
で
完
成
し
て
お
り
、
同
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.

go.jp/e/policies/anim
alw

elfare/
anim

alw
elfare.htm

l

）
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。
英
語
版
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
き
た
だ

き
た
い
。

　

会
議
の
主
な
議
事
は
、
指
針
に
関
す

る
説
明
会
の
実
施
状
況
、
指
針
等
の
英

訳
状
況
、
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
コ
ー
ド
（
Ａ
Ｗ
関

係
）
の
改
正
状
況
、
指
針
の
取
組
状
況
の

調
査
と
達
成
目
標
、
委
員
か
ら
の
取
組
紹

介
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
委

員
で
あ
る
キ
ユ
ー
ピ
ー
グ
ル
ー
プ
の
Ａ

Ｗ
へ
の
取
組
状
況
発
表
は
印
象
深
か
っ

た
。
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
事
業
展
開

を
し
て
い
る
１
９
１
９
年
設
立
の
㈱
キ

ユ
ー
ピ
ー
は
、https://w

w
w

.kew
pie.

com
/sustainability/procurem

ent/
prom

otion/

で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

国
内
で
製
造
販
売
す
る
キ
ユ
ー
ピ
ー 

マ

ヨ
ネ
ー
ズ
に
使
用
す
る
卵
の
20
％
に
あ
た

る
量
の
国
内
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
飼
養
卵
を

調
達
し
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
飼
養
の
拡
大
を

支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
場
づ
く
り

と
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
、
と
ケ
ー

ジ
フ
リ
ー
飼
養
目
標
を
公
表
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
は
今
後
の
達
成
目
標
の
設

定
に
つ
い
て
は
、
本
格
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、
検
討
会
で
有
識
者
の
意
見
を
聴
取

し
た
上
で
、
今
年
度
内
を
目
途
に
事
項
ご

と
の
達
成
目
標
（
年
）
を
設
定
・
公
表
す

る
と
し
て
い
る
。
本
格
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
た
、
達
成
目
標
（
年
）
の
「
達
成
」

の
定
義
検
討
会
で
議
論
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
は
、
目
標
設
定
の
考
え
方
、
来
年
度

か
ら
の
調
査
頻
度
等
で
あ
る
。

　

課
題
が
見
え
て
き
た
養
鶏
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
意
見
を
３
つ
述
べ
た
い
。
１
つ

目
は
、
採
卵
鶏
は
「
１
日
１
回
以
上
、
飼

養
管
理
や
健
康
状
態
を
確
認
し
、
飼
養
管

理
に
関
す
る
記
録
を
付
け
る
」が
70
・
８
％

（
あ
て
は
ま
る
）
と
低
か
っ
た
。
一
方
、

肉
用
鶏
は
99
・
０
％
（
あ
て
は
ま
る
）
と
、

他
畜
種
に
比
較
し
て
飼
養
管
理
面
で
の
対

写真２　ポルトガルのブロイラーインテ

写真３　デンマークのブロイラー農場でのＡＷ付帯設備（スイング）
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応
レ
ベ
ル
は
高
く
、
Ａ
Ｗ
へ
の
理
解
度
も

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
肉
用

鶏
は
「
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
用
い
る
な

ど
、
Ａ
Ｗ
の
観
点
で
定
期
的
に
飼
養
管
理

の
現
状
を
確
認
し
て
い
る
」
は
43
・
２
％

（
あ
て
は
ま
る
）
と
、
採
卵
鶏
70
・
９
％
、

豚
67
・
４
％
、
乳
用
牛
79
・
５
％
、
肉
用

牛
64
・
５
％
に
比
べ
て
低
い
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
改

善
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　

２
つ
目
は
、
肉
用
鶏
は
「
鶏
の
輸
送
を

運
送
業
者
等
に
外
部
委
託
し
て
い
る
」
が

86
・
４
％
（
あ
て
は
ま
る
）
で
、
委
託
条

件
に
Ａ
Ｗ
へ
の
配
慮
等
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
と
回
答
し
た
の
は
25
・
０
％
（
あ

て
は
ま
る
）
と
四
分
の
一
に
留
ま
っ
た
。

処
理
場
で
の
ス
タ
ニ
ン
グ
の

問
題
と
と
も
に
、
輸
送
段
階

は
今
後
の
改
善
が
期
待
さ
れ

る
。

　

３
つ
目
は
、肉
用
鶏
は「
各

24
時
間
の
間
に
継
続
し
た
暗

期
を
適
切
に
設
け
て
い
る
」

が
55
・
６
％
（
あ
て
は
ま
る
）

と
約
半
分
で
あ
っ
た
。
暗
期

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
今
年

の
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
総
会
に
お
い
て

カ
ナ
ダ
か
ら
も
意
見
が
出
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
ウ
イ
ン

ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
で
あ
れ
ば
光

線
管
理
は
必
ず
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。

３
．
巣
外
卵

　

筆
者
は
巣
外
卵
と
敷
料
の

改
善
は
Ａ
Ｗ
実
践
に
と
っ
て

採
卵
鶏
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
種
鶏
に
大
変
重
要

と
思
っ
て
い
る
が
、
平
飼
い
養
鶏
場
の
国

内
生
産
者
は
巣
外
卵
と
敷
料
で
苦
労
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

麻
布
大
学
獣
医
学
部
の
大
木
茂
教
授

が
実
施
し
た
「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
採
卵
養

鶏 

実
態
調
査
」
報
告
（https://lab-
navi.azabu-u.ac.jp/va-10/2025/0724-
46362.htm

l

）
に
よ
る
と
、ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

生
産
の
技
術
的
な
課
題
は
何
で
す
か
（
主

な
４
つ
）（
表
１
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
並
行
生
産
で
は
巣
外
卵
の
多
さ
が

76
％
と
一
番
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
並

行
生
産
は
ケ
ー
ジ
飼
育
と
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

飼
育
を
行
う
経
営
、
Ｃ
Ｆ
経
営
は
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
の
み
の
経
営
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
欧
米
で
は
巣
外
卵
は
大
き
な
問

題
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
、
欧

米
で
は
採
卵
鶏
の
巣
外
卵
の
流
通
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
で
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
種
鶏
の
巣
外

卵
は
原
則
と
し
て
孵
卵
場
で
の
ひ
な
生
産

用
途
に
使
え
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

欧
米
で
は
敷
料
と
巣
外
卵
の
対
策
は
か
な

り
進
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

４
．
ま
と
め

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
新
規
参
入
す
る
若
い

生
産
者
が
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
設
備
投
資
を

行
っ
た
鶏
舎
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
を
行
う

傾
向
に
あ
る
。
国
内
で
も
、
海
外
展
開
を

し
て
い
る
㈱
キ
ュ
ー
ピ
ー
の
よ
う
に
、
欧

米
と
同
様
に
食
品
業
界
や
流
通
業
界
か
ら

も
Ａ
Ｗ
の
目
標
設
定
を
す
る
企
業
が
今
後

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
の
目
標
設
定
は
、
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
基
準
で

良
し
と
す
る
の
か
、
欧
米
並
み
を
目
指
す

の
か
、
量
販
店
等
を
中
心
と
し
た
Ａ
Ｗ
認

証
も
視
野
に
入
れ
る
の
か
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
日
本
の
実
態
、
問
題
点
、
改

善
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

オ
ー
プ
ン
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
内
で
Ａ
Ｗ
推

進
班
と
組
織
の
名
称
に
「
Ａ
Ｗ
」
が
入
っ

て
き
た
こ
と
を
感
慨
深
く
、
Ａ
Ｗ
に
関
す

る
国
の
相
談
と
指
導
窓
口
が
出
来
た
こ
と

を
大
変
に
有
難
く
思
っ
て
い
る
。

表1　ケージフリーでの生産の技術的な課題は何ですか（主な4つ）

回答数 CF経営
53

並行生産
21

つつきやいじめの発現の多さ 51% 43%
巣外卵の多さ 42% 76%
汚卵の多さ 38% 48%
敷料などの整備の大変さ 34% 33%
糞尿処理の大変さ 26% 29%
コクシジウムをはじめとする病気発生のリスク 25% 29%
粉塵や鶏舎掃除の大変さ 21% 19%
ワクモをはじめとする害虫のリスク 17% 10%
日本のケージフリー生産基準が公的に定められていないこと 15% 33%
ケージフリー用に育雛する業者がみあたらない 8% 10%
死亡率の高さ 6% 33%
ケージ卵と区分して出荷までの作業をしなければならないこと 4% 10%
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 13% 19%
*3割を超える回答項目をハイライトしてある


